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※Windows10での操作をベースに解説しています
以下説明で「クリック」もしくは「左クリック」とあるのはパソコンのマウスボタンの左を押すことを意味します

この資料は、Ctestwinを用いたコンテストロギングと電子ログの提出を鶴見川コンテストを例に説明
するものです。コンテスト電子ログ講習会等に活用できるように作成した資料です。

初心者の方にわかりやすいようにやさしく解説してあります。（のつもりです）



はじめに
• Ctestwinは、JI1AQY 堀内氏が開発したコンテスト用ロギングソフトで、フリーウェアとして頒布さ
れ国内外の多くのコンテストに対応しています。
※一部ローカルコンテストは マルチ設定ファイル（MDファイル）で対応
1996年に初版リリース以来、充実したサポート情報提供とVer Upを経て多機能ながら使いやす
くビギナーからベテランまで満足できるいわば「事実上の標準」ともいえる
「コンテストロギングソフト」の定番です
※Windows版のみの提供

• この資料は一部の機能の紹介ですので、詳細はCtestwinそのもののヘルプやマニュアル、
公式サイト http://e.gmobb.jp/Ctestwin/Download.htmlでご確認ください。

• 公式サイトは作者のご友人の方々により運営、Ｑ＆Ａやコンテストの情報等も多数掲載。問い合
わせ（メール）も受けていただけますが「不明点」「疑問点」はまずはHelpやQ&Aに目を通す、
ローカルOMにご教授を仰ぐなどし、自己解決を図りましょう

フリーウェア作者やサポーターへの敬意を忘れず、感謝の心をもって！

http://e.gmobb.jp/Ctestwin/Download.html
http://e.gmobb.jp/ctestwin/Download.html


１．Ctestwin 主な機能

主な機能

・マルチの抽出及び得点の自動計算
・重複交信の確認
・電子ログの作成
・ログ・サマリーシートの印刷
・交信状況のグラフ表示
・パーシャルチェック（聞き取りあいまいなコールも交信履歴から入力可能）
・コンテスト終了後にデータ入力も可能
とりあえず紙ログであとからゆっくり入力も可能！（連続入力機能）
・JARL形式、Cabrillo、ADIF、HAMLOG形式など多くの形式のファイル出力
コンテストでの交信記録をあとから一括してＨamlogへ取り込みも可能！
・CW・音声の自動送信※
・周波数・モードはPCとの自動連携で自動入力※
・MMTTY・MMVARIとの連携でRTTYコンテストも対応※
など ※要インターフェース（ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰやｹｰﾌﾞﾙ、Ｈelpファイルに製作記事）



２．Ctestwin の インストール

１）まずはインターネットのCtestwinダウンロードサイトから：ダウンロード~実行

Ctestwinダウンロードページ http://e.gmobb.jp/Ctestwin/Download.html から
Ctestwinをダウンロードします。（この文字を左クリック）

最新バージョンは４．２８です。(2019.10.19現)
ダウンロードの時に以下の様なサブウィンドーで実行ボ
タンを押し画面の表示に従いクリックすればインストー
ルされます。

保存を選択した場合は、保存したフォルダーのctw＊
＊＊.exeを実行してください。

※すでにインストールされている場合、メッセージに従ってインストールすれば最新版に更新されます

CTESTWINダウンロードページ%20%20http:/e.gmobb.jp/ctestwin/Download.html


２．Ctestwin の インストール

２）インストールプログラムの実行：（警告メッセージ回避）～インストール続行

①警告メッセージの回避
このようなメッセージをWindowsが出す場合

はい（Y)を左クリック

※すでにインストールされている場合、メッセージに従ってインストールすれば最新版に更新されます

②ロギングソフトCtestwin Install
インストールの続行 「次へ」を左クリック



２．Ctestwin の インストール

３）インストールプログラムの実行：「ドキュメント」「ライセンス」確認

①ソフトウェア概要説明
確認して次へ（N)を左クリック

②ライセンス（使用許諾）確認
確認後 「次へ」を左クリック

適宜スクロールさせて内容確認



２．Ctestwin の インストール

４）インストールプログラムの実行：インストール先の設定（確認）～完了

①インストール先の設定（確認）
確認して次へ（N)を左クリック

②インストール完了確認
確認後 完了（F)を左クリック

※どうしても違う場所にプログラムをという場合は 参照（R)をクリックして指定
特にこだわりない場合は既定値 C:¥Ctestwin のまま 次へ（N)をクリック

③完了後の再起動確認
確認後 はい（Y)を左クリック

※バックグラウンドで作成途中
のデータなどがある「どうだった
か自信がない」場合はいいえ
（N)でいったん終了、他のプ
ログラムをすべて終了させてか
らパソコンを再起動しましょう



３．初期設定：まずは「起動」方法の確認を

１）プログラムの起動方法を覚えておきましょう

①「デスクトップのアイコンをダブルクリック」
もしくは「スタート」からプルダウン～クリック

②起動が確認出来たら一旦終了
左上の ファイル（F) を クリック サブウィンドーから

終了（X)を クリックをして一旦終了させましょう

すでにインストール済みの方はこのページから

スタート～「ら」行のところまでスクロールし＾をクリック

デスクトップアイコンが
見あたらなかったら



３．初期設定：鶴コン用設定ファイル(MDファイル）のダウンロード～インストール

２）Ctestwinダウンロード公式サイトから11月開催コンテストのMDファイルを取得

①Ctestwinダウンロードページ http://e.gmobb.jp/Ctestwin/Download.html へお使いの
Ｗebブラウザからアクセス 左のメニューで「国内コンテストMDファイル」をクリックして～

Ctestwinダウンロード公式サイトからの場合

※画面は昨年の例です。 公式サイトでのMDファイル公開は通常 前月23日の模様です。
なお、これからのMDファイルの組み込み方は他の国内コンテストの際も応用できます

②ここを クリックをしてダウンロード

http://e.gmobb.jp/ctestwin/Download.html


３．初期設定：鶴コン用設定ファイル(MDファイル）のダウンロード～インストール

３）ダウンロード～インストール

①コマンドダイアログ～実行をクリック

②警告メッセージの回避
このようなメッセージをWindowsが出す場合 はい（Ｙ)

をクリック

Ctestwinダウンロード公式サイトからの場合

③インストールプログラム起動
次へ（Ｎ）をクリックしてインストール開始



３．初期設定：鶴コン用設定ファイル(MDファイル）のダウンロード～インストール

４）インストール先の設定～確認

①インストール先の設定

Ctestwinダウンロード公式サイトからの場合

②インストール内容の確認
次へ（Ｎ）をクリックしてインストール開始

Ctestwin本体のインストール先を選択することを推奨します。
※大抵は既定値のままのC:¥CtestwinでOK



３．初期設定：鶴コン用設定ファイル(MDファイル）のダウンロード～インストール

５）インストール処理完了～Ctestwin起動～MDファイル読み込み

①インストールの完了
完了（Ｆ）をクリックして終了

Ctestwinダウンロード公式サイトからの場合

② 「デスクトップのアイコンをダブルクリック」
もしくは「スタート」からプルダウン～クリック

スタート～「ら」行のところまでスクロールし＾をクリック

デスクトップアイコンが
見あたらなかったら鶴見クラブWebサイトからの入手方法

とインストール方法はこちら

http://www.ja1yjy.com/article/471033712.html


３．初期設定：鶴コン用設定ファイル(MDファイル）の読み込み

６）コンテスト指定ボタン～MDファイル読み込み

①MDファイルの呼び出し
コンテスト指定ボタンを右クリック

②「サブウィンドウ」で
鶴見川.MDをクリック～OK

ここからの説明は入手方法問わずMDファイルが既にインストール済みであれば共通です

鶴見クラブＷeb www.ja1yjy.com
からもMDファイルは入手可能です

③ 表示 (V) ～マルチ表示をク
リックでマルチ表示されれば成功

さぁ「いざ参戦！」 Phoneのみでの参加の方は以上で準備が整いました。CWに参戦される方はもう一歩

http://www.ja1yjy.com/article/469770331.html


３．初期設定：CW参加局用の設定

７）設定～CW点数の設定

①まずは
設定（S）をクリック

②「サブウィンドウ」で
点数セットをクリック

以後２ページは鶴コン特徴の：CWが『２倍得点』、電話で交信済み局とCWで『重複可能』とする設定の説明

③ 430MHzの点数BOXの
右側CWに 2 と入れてから OKをクリック

電話（Phone）とCWの両方に参戦される方はもうひといき

電話（Phone)とはFM、SSBなど音声で交信することを指します



３．初期設定：CW 電話（Phone）両方で参加いただく局用の設定

８）設定～デュプOK設定

①まずは
設定（S）をクリック

②「サブウィンドウ」で
各種設定をクリック

このページは電話とCWで『重複可能』とする設定の説明です ※CWオンリーでの参戦局は不要

③ 各種設定ウィンドウの
モード異なればﾃﾞﾕﾌﾟOK をチェックしOK

以上で電話（Phone）とCWの両方に参戦される方も初期設定は完了です

デュプとは同じコールサインの局と重複して交信することを指します



４．いざ！参戦 「データの入力・修正・保存」
１）交信開始前にファイル準備 … まず大切な交信データの入れもの（ファイル）を名づけ保存

①ファイル（F）をクリック ～
名前を付けて保存をクリック

②自分がわかりやすいフォルダに自分が
わかりやすい名前を付けて保存

すでに初期設定済みの方はこのページから

ファイル保存しておくことで万一の中断やPCトラブルの際も再開・復旧が容易になります
忘れて、すでに交信データを入力し始めてしまっても大丈夫 でも 気づいたらすぐやりましょう



４．いざ！参戦 「データの入力・修正・保存」
２）戦闘開始 … 交信しながら入力

｢Call｣欄へ相手コールサイン入力、Enterキーを押すとカーソルが｢My RST｣欄へ移動、相手からのコンテスト
ナンバーを入力。さらにEnterキーを押すとデータが登録されメイン画面のデータ一覧に表示されます。

ここに相手のコールサイン ここに相手からのレポート
コンテストナンバー

ここに相手に送った
レポートコンテストナンバー

重複で無効なばあいはこのように表示されます周波数設定はここをクリック

モード設定はここをクリック

局数と獲得
マルチは逐次
表示されます

欄は入力変更しない限り引き続き既定値として表示されます

登録されると
一覧に表示

入力欄の拡大

コンテスト中の入力はこの連続！

入力中の修正はBs Del Tabで



４．いざ！参戦 「データの入力・修正・保存」
３）運用中の注意 … 合間を見て上書き保存

大切なコンテストデータを万一のトラブルで失わないように合間を見て上書き保存しましょう
※バックアップファイルからのリカバリー（復旧）は面倒です （Help参照）

※名前を付けて保存してない場合はCtestwinのインストールフォルダに『temp〇〇.lg8』という
ファイル名でバックアップ保存されます（既定値でバックアップ設定を変更していない場合）

拡大

重複合間を見てこのフロッピーボタンを
クリックしましょう！



４．いざ！参戦 「データの入力・修正・保存」
４）入力済みデータの修正・削除 … メインQSOデータの該当行をダブルクリック

５）コンテスト終了時の保存 … 終了時には改めて を忘れずにクリック

入力済みデータの間違いは該当行をダブルクリックして『QSOデータの編集』ウィンドウ呼び出し！

※ShiftキーやCtrlキーを用いて複数行を選択して一括修正もできます。

該当行をダブルクリック



５．電子ログの作成・提出：emailで提出しよう！
１）JARL形式の電子ログ作成設定(R2.0) その1
①ファイル出力（Ｉ）をクリック

②「サブウィンドウ」で各JARL電子ﾛｸﾞｼｰﾄ出力をクリック

鶴コンでは今回からJARL推奨ﾌｫｰﾏｯﾄは新・旧いずれも
対応していますが本資料の説明ではR2.0で説明

拡大

③さらに選択肢からJARL推奨ﾌｫｰﾏｯﾄ(R2.0)をクリック

※R1.0とR2.0の違い：2.0のほうが個人情報が少なくなっています（資格等）



５．電子ログの作成・提出：emailで提出しよう！
２）JARL形式の電子ログ作成設定 … サマリーシート入力の開始
①ﾌｫｰﾏｯﾄ確認メッセージ
いいえ（N）をクリック

赤文字項目の欄は必須入力 … 次ページにて詳細
※移動運用の場合は運用地の記載を忘れずに願います

つい 『はい（Y)』を押してしまいそうなので注意

②サマリーシート画面で必要事項を入力

サマリーとはまとめのようなもののことです
何局と交信できたのか？マルチがいくつ獲得
できたのか？得点は？といったことが
一目でわかります



３）JARL形式の電子ログ作成設定(R2.0) 必要事項入力

５．電子ログの作成・提出：

囲みの赤文字項目の欄は必須入力
・コールサイン：移動運用の場合は運用地の記載を忘れずに
・氏名：クラブ局は代表者名／クラブ名を記入
・メールアドレス：ご記入ください
・意見：感想、ご意見等是非お寄せください
※「意見」「宣誓文」はひな形が既定値で出てきますが独創性
あふれるもの大歓迎！是非よろしくお願いします
鶴見川コンテスト主催はJARLではありません(笑)

コンテスト名取得ボタンで名
称が出ない場合は手入力

流域内：RS、QRP局はRSQRP
流域外：OS、QRP局はOSQRP

移動局は／エリア番号

入力後 OK をクリック
で電子ログ出力

失敗してもあわてずに！

もう一度『ファイル出力（Ｉ）』から



４）JARL形式の電子ログ作成設定(R2.0) … 電子ログファイル出力～コピー～保存

５．電子ログの作成・提出：手順が多いけどあと少し！

③保存場所の指定とファイル名の入
力が完了したら保存（S)をクリック

②わかりやすい名前
をつけましょう

①保存場所は既定値ではCドライブの
CTESTWINのフォルダーです

⑨メモ帳とCtestwinを終了させます
※保存する（Ｓ）で終了

④メモ帳が開きます

⑤編集（E)をクリック

⑥サブウィンドウから すべて選択をクリック

⑦メモ帳表示が反転した
らもう一度（E)をクリック

⑧サブウィンドウから コピー（Ｃ）をクリック



５）JARL形式の電子ログ作成設定(R2.0) … 普段お使いの電子メール画面を起動～

５．電子ログの作成・提出：emailで提出最終章

②本文のウィンドウの中をクリックし
『右クリック』でサブウィンドウ～“貼り付け”をクリック

① “メールの作成”もしくは“新規メール”で送信メールを作成開始！

③電子ログが本文に貼り付いたことを確認

④宛先と件名を入力し送信

件名は 『鶴見川コンテスト␣コールサイン
※移動局は／エリアNo.を付加

Yahooメールの例

おつかれさまでした！



①メイン画面から その他（Ｏ）をクリック～サブウィンドウ～ 連続データ入力(OFFLINE)

6．紙ログデータの入力：【連続入力（オフライン入力）】で紙ログ⇒電子ログ

入力完了後は 『５．電子ログの作成・提出』にトライ！

※以上の説明は『３．初期設定』がすべて完了していることが前提です

日時

相手のコールサイン

相手からのナンバー

こちらからのナンバー

登録（F1)キーでも可

②以下を順次入力

すべて入力し終わったら「連続入力終了ボタン」


